
２０１８年１１月９日 

 

公益財団法人 三井住友海上福祉財団 

２０１８年度「研究助成」および「三井住友海上福祉財団賞」を決定 
 
 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの公益財団法人 三井住友海上福祉財団（理事長：植村 裕之）
は、２０１８年度の研究助成として応募総数１７２件のうち３０件を決定し、１１月２１日（水）に 
贈呈式を開催します。また、優れた著作・論文に対し贈呈する「三井住友海上福祉財団賞・財団奨励賞」
として著作１点、論文１点を同日表彰します。 
当財団では、「交通安全等部門」「高齢者福祉部門」の２部門で研究助成を実施しており、今年度は 

総額３，２００万円を助成します。あわせて、海外（シンガポール、タイ、台湾）の研究助成として応
募総数３３件のうち１２件の助成を決定しました。 
これにより、今年度の研究助成は、応募総数２０５件中４２件、総額４，０２４万円となり、当財団

設立以来の助成累計は、２，０７７件、２３億８４百万円となります。 
 
１．２０１８年度贈呈式および授賞式の概要 

開催日時：２０１８年１１月２１日（水） １５：３０～１８：００ 
開催場所：住友会館（港区六本木１－６－１ 泉ガーデンタワー４２階） 
出 席 者：研究助成対象者、財団賞・財団奨励賞受賞者、内閣府、選考委員、他財団 

当財団役員・評議員、ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ役職員等 合計 約７０名 
記念講演：「無信号交差点通過時における高齢運転者の不適切な判断能力と実運転行動」 

東京大学大学院 新領域創成科学研究科 准教授 小竹 元基 氏                                                 
       「ケアマネジメントの本質－生活支援のあり方と実践方法」 

桜美林大学大学院 老年学研究科 教授 白澤 政和 氏 
 

２．主な研究助成・受賞テーマ 
（１）研究助成 

＜交通安全等部門＞ 全９件 
「人体頭部多層構造を模した超高性能頭部保護デバイス開発のための基礎解析」 

芝浦工業大学 システム理工学部 機械制御システム学科 准教授 渡邉 大 氏 他８件 
  ＜高齢者福祉部門＞ 全２１件 
    「老化血管および神経筋接合部に異常蓄積する MFG-E8の機能解析を通したサルコペニアの発症機

序解明」 
東京都健康長寿医療センター研究所 老年病態研究チーム 

筋老化再生医学 研究員 上住 円 氏 他２０件 
 

（２）三井住友海上福祉財団賞 
＜交通安全等部門＞  

① 財団賞 該当なし ②財団奨励賞 該当なし 
 

＜高齢者福祉部門＞ 著作１点 論文１点 
① 財団賞（副賞５０万円） 

「ケアマネジメントの本質－生活支援のあり方と実践方法」 
桜美林大学大学院 老年学研究科 教授 白澤 政和 氏 

② 財団奨励賞（副賞３０万円） 
「Association Between Social Participation and 3-Year Change in Instrumental Activities 
of Daily Living in Community-Dwelling Elderly Adults (地域在住高齢者における社会参
加と３年後の手段的自立との関連）」 
奈良県立医科大学 県民健康増進支援センター 特任准教授 冨岡 公子 氏 

 
以 上 

 

 

 



添付別紙 

 

 

三井住友海上福祉財団の概要 

 

事 務 所 〒１０１－８０１１ 東京都千代田区神田駿河台３―９ 

設   立 
１９７５年 ９月１日：住友海上福祉財団として発足 

２００１年１０月１日：三井住友海上福祉財団と改称 

主 務 官 庁 内閣府 

理 事 長 植村 裕之 

基 本 財 産 １４億５,０２５万円（２０１８年３月３１日現在） 

沿   革 

・１９７５年９月に住友海上社の創業８０周年を記念して設立されました。 

 

・財団設立以来、「交通安全等」と「高齢者福祉」両分野への助成累計は、２，０７７

件、２３億８４百万円となります。 

 

・設立当初は、損害保険に関係の深い交通遺児や防災活動で殉職した消防士の遺族等へ

の援護活動が中心でしたが、１９８０年代からは、交通安全の普及啓発活動への助成

に重点を置くようになりました。 

 

・さらに、わが国の高齢化の進展に合わせ、１９９１年からは高齢者福祉分野へ助成 

対象を拡大しました。時代の変化にともなって事業領域を拡げ、現在は、「交通安全

等」と「高齢者福祉」分野の研究助成、施設助成、著作・論文表彰などの多岐にわた

る活動を行っています。 

 

・２００７年度から海外における研究者を対象とした研究助成を開始しました。対象 

地域は、シンガポール、タイ、台湾の３ヶ国で、２０１８年度は１２件、約８２４万

円（※）を助成しました。 

（※）助成金額は、暫定為替レートで計算しています。 

 

・新公益法人制度の下、２００９年１２月１日に「公益財団法人 三井住友海上福祉 

財団」に移行しました。 

 

・分野別では、近年、「高齢者福祉」が助成事業全体の約７割を占めています。 

 

 

 以 上 
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